
問題の一下り目と二下り目を、三下り目以下と比較すると、大分その趣きが違うのであって、これを解り易く言えば、一
下り目と二下り目は、三下り目以下全下りの角目だけを綴った点線的素描、またはその集約図だと思えば大体間違い
ないと思う。但し、一下り目は経済的・物質的生活面、二下り目は社会的・精神的生活面においてである。
三下り目以下全下りというと、一下り目・二下り目と比較して、分量的には断然多量であり、内容的にも比較にならぬ

ほど、多種多様であって遥かに複雑である。
しかし質的には、どれ一つ取り上げてみても、だめの教えの信仰生活にとっては、必要欠くべからざるものばかりである

から、最後まで一つ漏らさず、聴かしたい、教えたいのが、親神様の親心である。
ついては、先ず予め、一れつ子供たちの心の準備をさせておかねば、との温かい思召からお教え頂いた一下り目・

二下り目であるように悟らせて頂くのである。
心の準備とはいっても、それは単なる予備知識を与えるということではない。そうすることによって、彼らの未来に、明

るい希望、大きな喜びと期待とを抱かせ、さらには、そこへ達するためには絶対必要な親神様の、これから先の御教え
に、感激して耳を傾け得られるように、彼らの心を勇ましてやることでなければならないのである。
かかる目的をもってお教え下さったのが、あの簡潔・素朴にして印象的・魅力的な表現をもって、あっと言う間に、わ

れわれ人間を陽気ぐらしへの佳境へと引き込まずにはおかない、ふしぎな迫力をもつ一下り目・二下り目なのである。
（塩谷寛「みかぐらうた自問自答七題・その５」〈『みちのとも』昭和55年２月号〉）

一下り目・二下り目は、
１２下り全体の角眼だけを綴った点線的素描、集約図
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「肥」とは何だろうか？ 「こ
え
の
さ
づ
け
」の
「
こ
え
」は
、
声
で
は
な
く
て
、
肥
で
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
、
「
肥
」に
つ
い
て
思
案
し
て
み
よ
う
。



肥 の さ づ け
その十九日夜戌の刻（午後八時頃）に、教祖は、
「神の道について来るには、百姓すれば十分肥しをおきにくかろう、よって肥の半ば通りを授けよう。」

と仰せ下されまして、此の時山中の家に「肥のさづげ」を下さったのであります。そしてまた此の時、おそのと彦七
をお呼びになりまして、
「いま神が徳を授けるのやで。」

と仰せ下され、おそのに「扇のさづけ」と、また「よろづの授け」を頂戴致したのであります。
この「肥の授け」と申しますのは、糠三合、灰三合、土三合を取り混ぜて御願いし、これを田畑に施す時には「南

無天理王命／＼」と唱えながら置くと、種粕一駄（四十貫）に相当する効能があるのであります。教祖は此の時、
「半分は種粕を置き、半分は神の授けの肥をおき／＼、南無天理王命／＼と唱えるのや、そしてこの神の肥と、金肥
を置いた処の収穫を試して見よ。」
と仰せられたのであります。「肥半ば通りのさづげ」でありますから、或る田畑に四十貫の肥料を施さねばならない
とすると、その半分の二十貰だけ施して、あとは神様の授けの肥を施すという事であります。

翁の家では早遠この収穫の試しをして見ますと、青田の間は、やはり金肥をおいた方が青々として元気良かったの
に、収穫して見ると、金肥の方には病虫害が出たりして、神様の授けの肥をおいた方が、はるかに沢山な取り目があ
ったということで、恐れ入ったのであります。

その後、同年九月二十八日の夜明け方、おやしきにおいて、教祖から、また「肥七分通りのさづけ」を頂きました
、この時教祖は、
「これで十二分の肥を授けたのやで。」
と仰せ下されたのであります。ここにおいて、翁は、神様から十二分の肥のさづけを頂戴して、肥をおかずに作り取
りさせて頂くことが出来るようになったのであります。これは翁が百姓もせず、神様の御用を勤めるについて、後顧
の憂いをなくするよう、大きな親心をお示し下されたものと拝察するのであります。
（『山中忠七伝』昭和40(1965)年.大和真分教会.P47~49） 2

「こえのさづけ」といえば、山中忠七である。
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正面
左 右

教会本部 祖霊殿

善兵衛、秀司、こかん、
まつゑ、歴代真柱夫妻、

飯降伊蔵、上田ナライト、
山中忠七

つとめ人衆
（本部員）

一般教会長、
よふぼく、信者

なぜか、山中忠七
が入っている。
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け
ん
な
ら
ん
で
。
そ
れ
で
、
一
寸
に
い
か
ん
。

『
山
田
伊
八
郎
文
書
』敷
島
大
教
会
発
行
１
９
７
３
年
１
３
６
頁

明治１８年に伊八郎
が教祖から直々に聞
いた話として記録され
ている。「１反に付、４，
５石作り取らせる」と
実効を説いている。

（山田伊八郎氏は、
中山忠七氏の娘婿）

今迄にてハ、一反ニ付、三石でけたらばハ、
上よんなかとゆい。前の神様のこいをおけバ、
一反に付、米四石より五石迄つくりとらせ下
され、是ハ、二ヶ国、三ヶ国でハない。国々
不残、世界中ノ百姓いちれつに作り取らせ
下さるゝ。／ そふして世界中にんげんを、よ
ふきぐらしに、たすけやいの心、此心になした
いとの神のせき込。



「こえのさづけ」に関する記述

●元治元年春 山中忠七、仲田義三郎「こえのさづけ」を頂かれる。（M31．「辻忠作手記」）

●慶応元年、「忠七伝」に、「こえのさづけ」頂かれた記述あり。

●「みかぐらうた」に、
1－一 正月こゑのさづけ／ ７－十 たねをまいたるそのかたハ こえをおかずにつくりとり／
11－四 よくをわすれてひのきしん これがだいゝちこえとなる／ 11－十 ことしハこえおかず じふぶんものをつくりとり

●おふでさき4号（M7）に、
51「こへやとてなにがきくとハをもうなよ 心のまことしんぢつがきく」

●おふでさき13号（M10）に、
60「大一わりゆうけつくるをたすけたさ こゑ一ぢよふをしへたいから」
61「こゑてもなどふしてきくとをもうなよ こゝろを神がうけとりたなら」
72「このさきハりゆけのこへをちがハんよ どふぞしいかりしよちしてくれ」

●M18、山田伊八郎の手記に、「忠七伝」と同様の「こえ」の記述あり。115歳常命を越える2，3百歳とあり。

●Ｍ23.7.17辻忠作へのおさしづに、「こえのさづけ」は、「心だけの理」とあり。
《辻忠作肥一条の事に付願 ー さあ／＼さづけ一条の肥え、これまでの処、世界の処運ぶに運ばれん。前々これまでの処
、これまでの事惰として心治めるよう。もう暫く、年々に通り来た心だけ、心だけのさづけである。何ぼでも心だけはきゃどうも
ならん。心だけの理や。成程効く。どんな肥えを置けど、心だけの理はっちゃ効かんで。これから事情定めてしまう。どんな難
も無きようにする。さあ心だけのさづけの肥えを置くがよい。》 5



こえの用例
一下り目
一ツ 正月こゑのさづけは やれめづらしい

七下り目
十ド このたびいちれつに ようこそたねをまきにきた
たねをまいたるそのかたハ こえをおかずにつくりとり

十一下り目
四ツ よくをわすれてひのきしん これがだいゝちこえとなる

十ド ことしハこえおかず じふぶんものをつくりとり
やれたのもしやありがたや

十一下り４の「こえ」は、例
えとしてのこえで、他の３例
とは異なる。

6

「みかぐらうた」には、「こえのさづけ」以外にも「こえ」の用例がある。
2例の「こえをおかず」という表現は、なにを意味しているのか。
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『
御
神
楽
歌
述
義
』
明
治
39
年

中
山
新
治
郎

『
天
理
教
全
書
』
神
田
豊
穂
著
大
正
十
一
年
春
秋
社
発
行

『述
義
』と
『全
書
』の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
『全
書
』
が
『述

義
』の
内
容
を
そ
の
ま
ま
で
表
現
を
変
え
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。

現
実
の
田
地
に
蒔
く
種
の
話
で
は
な
く
、
心
田
に
蒔
く
種
の
話
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
心
田
で
も
、
「肥
」
に
当
た
る
も
の
は
要

る
の
で
、
「信
仰
の
培
養
」「信
仰
を
以
っ
て
そ
れ
を
培
う
こ
と
」は
必

要
だ
と
い
う
。

七下り目
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『
御
か
く
ら
歌
詳
解
』
藤
川
春
雄
著
大
正
十
三
年
心
の
友
社
発
行

『
真
の
宝―

御
神
楽
歌
解
釈
』
初
版
大
正
１
４
年
・
安
江
明
著
・
発
行
天
祐
社

『詳
解
』は
、
『述
義
』や
『全
書
』と
同
じ
内
容
で
あ
り
、
幸
福
の
種

ま
き
の
た
め
に
は
、
信
仰
を
も
っ
て
培
う
こ
と
が
必
要
と
説
く
。
こ

の
説
明
だ
と
、
「
信
仰
」
が
「
肥
」の
役
目
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
か

ら
、
「
こ
え
を
お
か
ず
」こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

『真
の
宝
』は
、
分
か
り
に
く
い
。



9

『
御
神
楽
歌
述
義
』
明
治
39
年

中
山
新
治
郎

『
天
理
教
全
書
』
神
田
豊
穂
著
大
正
十
一
年
春
秋
社
発
行

十一下り目

『全
書
』は
『述
義
』の
内
容
を
平
易
な
表
現
に
し
て
い
て
分
か
り

易
い
。

た
だ
、
「熱
心
に
神
に
仕
え
る
こ
と
」を
こ
こ
で
教
祖
が
説
い
た
の

か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
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『
御
か
く
ら
歌
詳
解
』
藤
川
春
雄
著
大
正
十
三
年
心
の
友
社
発
行

『
真
の
宝―

御
神
楽
歌
解
釈
』
初
版
大
正
１
４
年
・
安
江
明
著
・
発
行
天
祐
社

こ
こ
で
は
、
「ひ
の
き
し
ん
」を
良
種
と
し
て
い
る
。
十
一
下
り
目
四

ツ
に
「ひ
の
き
し
ん
は
こ
え
」と
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
で
は

「肥
置
か
ず
」と
い
う
表
現
と
合
わ
な
い
の
で
、
良
種
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
。

一
下
り
目
の
「こ
え
の
さ
づ
け
」
を
現
実
の
田
地
に
関
す
る
言
葉
と

す
る
の
に
対
し
て
、
七
下
り
目
、
十
一
下
り
目
の
「
こ
え
」に
関
す

る
と
こ
ろ
を
「心
田
」と
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
『述
義
』を

最
初
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
以
後
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
解
釈
は
こ

れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
『述
義
』の
解
釈
は
正
し
い
の
で

あ
ろ
う
か
。


